
 

 
暑さが厳しくなり、夏の訪れを感じます。７月に入って蒸し暑い日も続いていますが、子

どもたちはいろいろな遊びを楽しんでいます。 

 

楽しみにしていたプール遊び 

水遊びを楽しみにしていたはな組の子どもたち。先月下旬から水遊びが始まると、じょうろやバケツで水を流

したり、水鉄砲で自分や保育者に水をかけたりするなど、水に触れて遊ぶことを楽しんできました。 

そして、７月になってからは、ビニールプールにも入って遊んでいます。自分なりのペースでお尻を水につけ

てみたり、腹や顔に水をかけてみたりする姿が見られるようになりました。保育者や友達数人と一緒にプールに

入り、カエルやワニに変身したり、保育者や友達とリズム遊びをしたりするなど、様々に動く中で水に触れて遊

ぶ楽しさや気持ちよさを感じられるようにしています。 

今は、自分なりに安心して水に触れて遊ぶことを大切にしています。そのため、タライやビニールプール等を

使って、少しずつ水に触れる経験をしています。また、安全に楽しく遊ぶためには、約束を守ることも大切です。

先生の話を注意してよく聞くことや、プールでは走らない等の約束をみんなが分かって守り、安全に遊べるよう

になってから、大きなタコプールに入ろうと考えています。子どもたちにも約束を守る理由を伝えて、タコプー

ルに入ることを楽しみにできるようにしています。 

 

 

七夕  

こども園では、七夕を通して、日本の行事や伝統に触れられるようにしています。子どもたちに７月７日は七

夕であることを話し、短冊や七夕飾り（三角つなぎとスイカ）を作ることにしました。今回の製作活動では、初

めてのりを使って折り紙をつなげたり、クレパスでスイカの種を描いたりしました。のりで貼るとつながる面白

さや、自分なりのスイカを作る楽しさを感じながら作っていました。 

おうちの方には、短冊や飾り付けのご協力をいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
ピーマン収穫  

「大きくなあれ」と水をあげながら大切に育てているピーマンが大きくなり、収穫することにしました。一人

一つずつ順番に収穫していきます。子どもたちは、自分の順番が回ってくるのを楽しみにしています。 

収穫したピーマンは、栄養士の佐藤麗先生が美味しく調理し、給食に出してくれました。食べてみると、「おい

しい！」「苦い！」と様々な感想が出ましたが、自分たちが大切に育てた野菜を実際に食べるという大切な経験を

しています。このような経験を通して、食べ物に興味をもったり、一口だけは食べてみようとしたり、植物を大

切にする気持ちをもったりできるようにしたいと思います。 

 

令和５年７月１２日                                      

北区立さくらだこども園 はなだより 第５号 

どんなスイカにしようかな たくさんつなげよう 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着替え 

少しずつ一人で着替えができるようになってきたはな組の子どもたち。 

最近、着替えの時に、脱いだ服を自分で畳めるように指導しています。はじめは、「できない」と諦める姿

もありましたが、どこを持ってどう畳むのか具体的に知らせ、保育者がそばで見守りながら“自分にもでき

た”という経験を重ねていくうちに、自分でできる喜びを感じながら取り組む姿が少しずつ見られるように

なってきています。今はまだ畳み方が不格好ですが、“自分なりにやってみた”姿を大切に認めています。ま

だ、畳まずに袋にしまったりする姿もありますが、“自分にもできそう”“できた”と思えるように関わって

いきます。 

脱いだ服を畳むと気持ちよいことや、裏返しになった服を戻しておくと次に着るときに着やすいことを子

どもたちが日々の着替えの中で気付き、よさや必要感を感じながら取り組めるようにしていきたいです。 

 

 

排泄 

子どもたちを見ていると、排泄時、トイレットペーパーの量や拭き方が難しい様子があります。また、大

便時に、自分で拭く経験が少ないように感じます。子どもにとっては見えにくい部分なので、お尻の穴の位

置や、拭く場所が分からないこともあります。お風呂に入ったときにお子さんと一緒に確認してみましょう。

ペーパーの持ち方や適切な量、切り方、拭き方など、ご家庭でもぜひ知らせていってください。大便時、手

が汚れるのを嫌がる場合には、はじめは大人が拭き、仕上げをお子さんがしてみるのもよいですね。 

夏季休業期間の保育について  

夏季休業期間は、担任だけでなく、多くの保育者とも関わります。４，５歳児と同じ場で過ごす時間も増え

ます。今までの過ごし方と少し変わったり、いつもとは違う保育者と過ごす時間が増えたりしますが、夏の自

然にたくさん触れながら、楽しく過ごしていきたいと思っています。 

夏季休業期間は教育時間外ですので、保護者の方の仕事がお休みの日は、平日でもご家庭でお子さんと一緒

に過ごしてください。休みの日には、夏ならではの経験をしたり、ご家族で一緒に楽しむ時間を過ごしたりで

きるとよいですね。 

どうぞ、暑さに気を付けながら、元気にお過ごしください。 

 

 

今おさえたい生活習慣 

～脱いだ服を畳む・排泄後の適切な拭き方～ 

                                        

おたんじょうび おめでとう！                       

 

８月の誕生児も、７月の誕生会で

一緒にお祝いをします。 

身の回りのことを自分でする・

“できる！”と思えることは 

自立の１つです 



夏に気を付けたい病気 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏に流行しやすい主な感染症につ

いてまとめました。プールを介し

て感染する病気もあります。登園

にはお医者さんの許可が必要で

す。 

 
夏に流行しやすい主な感染症

についてまとめました。プールを

介して感染する病気もあります。

登園にはお医者さんの許可が必

要です。 


